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今
月
の
主
な
内
容

■石垣島トライアスロン…2P

■休日臨時窓口開設…3P

■平成29年度施政方針…4P～11P

■教育委員会だより…14P

■保健だより…15P

■市民カレンダー…16P

■

■

■

■

■

■

総人口　49,254(+2）                    

　男　　24,633(+8）        

　女　　24,621(-6)

世帯数　23,584(+1)

人口と世帯数

（平成 29 年 2 月末日現在の住民
基本台帳・外国人登録人口）





３月下旬から４月上旬にかけては、引越しのピーク期にあたり窓口の混雑が予想されることから、窓
口混雑の解消と利便性向上を図るため、休日臨時窓口を開設いたします。住所の異動に伴う各種届出
や証明書発行などを行いますので、ぜひご利用ください。

平成29年度の特定健診は４月１日より受診できます。生活習慣病の早期発見・重症化予防のため、
特定健診を受けましょう。

【対象者】国民健康保険に加入している４０歳～７４歳の方

【個別健診期間】平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

【健診に必要な物】国民健康保険被保険者証（受診券がついてます）

【費 用】 無 料 （特定健診基本検査項目）

　・基本検査項目：血液検査・尿検査・血圧測定・身体測定・問診

　・定期的に通院されている方も特定健診の対象者です。

　・下表の医療機関以外に、沖縄県内の特定健診実施医療

　　機関でも受診できます。（人間ドックでも特定健診受診券利用可。）

◆ 集団健診は６月中旬から７月までを予定しています。

　 詳しくは、「広報いしがき６月号」でお知らせします。

※注意：「個別健診」と「集団健診」の両方を受診することはできません。

【開設日時】平成２９年４月１日（土）、４月２日（日）　午前８時３０分～午後５時１５分

【開設部署及び取扱業務】 【お知らせ】

①転入・転出・転居など住所異動受付
②住民票、印鑑等の証明書交付（戸籍を除く）
③印鑑登録・廃止
④離島割引カードの申請・発行・還付手続き
⑤国民年金に関する届出・申請受付

・通常の業務内容と多少異なりま
　すので、取扱業務を十分ご確認
　ください。

・マイナンバーカード又は住民基
　本台帳カードを利用した住所異
　動（転入・転出）及び広域交付
　住民票の発行等につきましては
　休日におけるネットワークの利
　用制限により手続きが行えませ
　んので、平日にお越しください

・届出や申請の際には、本人確認
　書類の提示が必要となりますの
　で、運転免許証やマイナンバー
　カード等を忘れずに持参くださ
　い。

①国民健康保険の資格の取得・喪失・変更届
②被保険者証（高齢受給者証除く。）の
　交付・再交付・回収

①子ども医療・受給者証の発行、転入申請受付
②子ども医療費支給・喪失受付
③児童手当新規認定請求、消滅届受付

①小中学校転入学手続き（転入者対象）
②小中学校指定校変更手続き（転居者対象）

市 民 課

健康保険課

児童家庭課

学 務 課

開設部署 取扱業務

進学で島を離れる学生の皆様は、住所変更をお忘れなく。進学で島を離れる学生の皆様は、住所変更をお忘れなく。

休日臨時窓口を開設します

特定健診のご案内 ～ 私のからだの通知表  年に１度の特定健診！ ～

国民健康保険

被保険者証

特定健診受診券

特定健診実施医療機関

石垣島徳洲会病院

上原内科医院

大浜診療所

かりゆし病院

コーラルクリニック

下地第２脳神経外科

てるや内科胃腸科

住所(石垣市)

大浜446-1

登野城548-4

大浜36

新川2124

浜崎町3-3-9

新川1695-123

新川127-3

電話番号

83-5507

88-7068

87-5093

83-5600

87-5698

88-5150

88-1616

特定健診実施医療機関

仲間内科クリニック

にいむら内科胃腸科ｸﾘﾆｯｸ

博愛医院

宮良内科胃腸科医院

やいま中央クリニック

よなは医院

住所(石垣市)

登野城171-6

真栄里243-1

大川179-7

新川27

平得120-3

新川2287-35

電話番号

88-8500

83-7771

82-3170

82-4181

88-7711

83-4781

【お問い合わせ】石垣市健康福祉センター　電話：0980-88-0089



民
や
観
光
客
等
に
も
開
か
れ
た
、
人
々
が
集
え
る
石

垣
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。
旧
空
港
跡
地
へ
の
移

転
に
向
け
、
現
在
基
本
設
計
を
ほ
ぼ
終
え
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
平
成
29
年
内
の
実
施
設
計
の
完
了
、
平
成

30
年
か
ら
の
工
事
着
手
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る
完

成
及
び
供
用
開
始
を
目
指
し
て
着
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

島
の
自
然
環
境
を
守
り
活
か
す

「
い
し
が
き
」

１
．
環
境
と
風
景

　

本
市
は
、
国
内
最
大
規
模
の
サ
ン
ゴ
群
落
で
あ
る

石
西
礁
湖
や
、
県
内
最
高
峰
の
於
茂
登
岳
な
ど
を
中

心
と
し
て
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
自
然
環
境
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
カ
ン

ム
リ
ワ
シ
や
サ
キ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
と
い
っ
た
希
少

な
動
植
物
の
宝
庫
で
、
世
界
で
も
有
数
の
豊
か
な
自

然
が
存
在
し
ま
す
。
私
た
ち
の
子
、
孫
の
世
代
へ
と

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
末
永
く
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
は
、
弛

(

た
ゆ

)

ま
ぬ
努
力
が
必

要
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
関
係
行
政
機
関
や
民
間
団
体
等
で

設
立
し
た
「
自
然
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
更

な
る
充
実
・
強
化
を
図
り
、
不
法
投
棄
や
違
法
採
取

の
防
止
な
ど
、
市
を
挙
げ
て
自
然
環
境
の
保
全
や
利

活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

石
垣
ら
し
い
景
観
の
形
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観

光
振
興
や
津
波
対
策
な
ど
、
こ
れ
ま
で
集
約
し
て
き

た
市
民
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
度
は
、
自

然
と
調
和
に
配
慮
し
つ
つ
、
景
観
形
成
基
準
の
見
直

し
な
ど
風
景
計
画
等
の
改
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
新

栄
公
園
に
桜
の
植
樹
を
行
い
、
市
民
や
観
光
客
等
の

憩
い
の
場
と
な
る
石
垣
を
代
表
す
る
新
た
な
風
景
の

創
出
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
全
88
の
星
座
の
う
ち
84
の
星
座
と
、
全

て
の
１
等
星
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
貴
重
で

豊
か
な
星
空
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

過
剰
な
照
明
に
よ
る
天
体
観
測
へ
の
障
害
や
生
態
系

へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
「
光
害

(

ひ
か
り
が
い

)

」

へ
の
調
査
を
終
え
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

平
成
29
年
度
は
、
国
内
初
の
「
星
空
保
護
区
」
の
認

定
に
向
け
た
申
請
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
星

空
と
市
民
生
活
に
必
要
な
光
環
境
の
両
立
を
目
指
す

「
星
空
保
全
条
例
」
の
制
定
を
行
い
、
本
市
の
観
光

資
源
の
一
つ
で
あ
る
星
空
の
魅
力
と
そ
の
価
値
の
更

な
る
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
、
本
市
は
、
市
の
蝶
で
あ
る
「
オ
オ
ゴ

マ
ダ
ラ
」
を
通
じ
た
交
流
が
縁
で
、
奈
良
県
橿
原
市

と
生
物
多
様
性
保
全
活
動
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
今
後
、
保
全
活
動
に
お
け
る
人
的
・

知
的
交
流
を
始
め
、
国
立
自
然
史
博
物
館
の
本
市
へ

の
誘
致
に
向
け
た
取
組
に
お
い
て
も
、
様
々
な
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

絶
海
の
孤
島
で
あ
る
が
故
に
、
世
界
的
に
も
貴
重

な
固
有
種
が
生
息
し
て
い
る
尖
閣
諸
島
は
、
我
が
国

固
有
の
領
土
で
あ
り
、
本
市
の
行
政
区
域
で
す
。
昨

年
、
中
国
に
よ
る
領
海
侵
入
は
延
べ
１
３
４
隻
を
数

え
、
昨
年
６
月
に
は
中
国
軍
艦
１
隻
と
ロ
シ
ア
軍
艦

３
隻
が
尖
閣
諸
島
海
域
の
接
続
水
域
に
入
域
す
る
事

態
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
市
と
し
て

は
、
改
め
て
国
及
び
県
に
対
し
、
監
視
・
警
備
体
制

の
更
な
る
充
実
、
我
が
国
の
領
土
、
領
海
を
守
る
取

組
の
強
化
を
要
請
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
国
や
県
と

緊
密
な
連
携
を
確
保
し
つ
つ
、
尖
閣
諸
島
に
関
す
る

広
報
・
発
信
の
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち

「
い
し
が
き
」

２
．
快
適
・
安
心

　

新
た
な
市
役
所
庁
舎
や
八
重
山
病
院
の
移
転
が
予

定
さ
れ
る
旧
空
港
跡
地
と
そ
の
南
側
に
広
が
る
南
大

浜

(

は
い
ほ
ー
ま

)

地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

新
た
に
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で

す
。

　

旧
空
港
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
土
地

区
画
整
理
の
導
入
に
必
要
な
環
境
影
響
評
価
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
南
大
浜

(

は
い
ほ
ー
ま

)

地

域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
秩
序
あ
る
都
市
的
土
地
利
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
中
の

用
途
地
域
指
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

旧
空
港
跡
地
を
横
断
す
る
市
道
旧
空
港
跡
地
線
の
新

設
整
備
に
向
け
、
平
成
29
年
度
は
、
実
施
設
計
を
完

了
し
、
用
地
買
収
及
び
工
事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
市
が
管
理
す
る
橋
梁
等
の
老
朽
化
へ
の
計
画
的

な
対
応
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
、

市
道
縦
７
号
線
の
西
真
地
橋
の
修
繕
実
施
設
計
を
行

い
、
平
成
30
年
度
の
修
繕
工
事
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

南

(

ぱ
い

)

ぬ
浜

(

は
ま

)

町
の
新
港
地
区
は
、

今
後
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
観
光
客
の
新
た
な
石
垣
の

玄
関
口
で
す
。
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
専
用
の
岸
壁
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
春
の
暫
定
供
用
に
向
け
、

引
き
続
き
国
と
連
携
し
な
が
ら
整
備
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
同
時
に
、
国
際
港
湾
施
設
と
し
て
必
要

は
じ
め
に

　

昨
年
は
、
６
月
か
ら
石
垣

－

香
港
の
直
行
便
が
新

た
に
就
航
す
る
と
と
も
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回

数
も
過
去
最
高
の
95
回
を
数
え
、
本
市
へ
の
観
光
入

域
客
数
は
過
去
最
高
の
約
１
２
４
万
人
に
達
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
本
市
に
お

い
て
は
、
観
光
関
連
産
業
を
中
心
に
新
規
の
開
業
や

宿
泊
施
設
の
増
設
等
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
と
相
ま
っ
て
、

地
元
の
雇
用
情
勢
は
、
２
０
１
４
年
12
月
以
降
、
25

か
月
連
続
で
有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
以
上
の
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
決
算
に
お
い
て

も
市
税
収
入
は
、
51
億
３
千
万
円
を
超
え
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
の
調
査
に
よ
る
全
国

市
別
の
「
地
域
元
気
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て

は
、
一
昨
年
の
全
国
第
３
位
か
ら
昨
年
は
第
２
位
へ

と
昇
格
す
る
な
ど
、
本
市
の
経
済
は
成
長
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

他
方
、
有
効
求
人
倍
率
が
高
水
準
で
推
移
す
る
一

方
で
、
最
近
で
は
求
職
者
数
の
減
少
が
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
や
、
保
育
、

介
護
等
の
福
祉
分
野
な
ど
に
お
い
て
は
、
人
材
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
総
人
口
は
、
２

０
１
７
年
１
月
末
時
点
で
４
万
９
千
２
５
２
人
と
な

り
、
こ
の
一
年
で
１
１
１
人
増
加
し
、
引
き
続
き
増

加
基
調
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
で
は
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
地
域
も
あ
る
な
ど
、

引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

将
来
的
に
懸
念
さ
れ
る
人
口
減
少
の
流
れ
を
食
い

止
め
、
本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
策
定
し
た
「
地
域
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

き
、
平
成
28
年
度
か
ら
地
域
創
生
に
関
す
る
諸
施
策

の
本
格
展
開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
内
に
お
け
る
、
教
員
採
用
試
験
対
策
講
座
の

実
施
や
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
保
育
士
等
養
成
課

程
の
開
設
、
大
学
と
連
携
し
た
観
光
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
、
地
元
で
人
材
を
育
成
す
る
環
境
の
構

築
を
着
実
に
進
め
て
お
り
、
具
体
的
な
成
果
も
出
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
移
住
・
定
住
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
に
不
足
す
る
分
野
の
人
材
確
保
と
、

人
口
減
少
が
進
む
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
存
続
を
基
本
的
な
方
向
と
し
て
定
め
、
そ
の

展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
民
間
企
業
が
実
施

し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン
グ‐

住
ん

で
み
た
い
自
治
体
編
」
に
お
い
て
は
、
本
市
が
全
市

町
村
の
中
で
第
８
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
移
住
候
補

先
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
効

果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
、
地
域
の
受
入

れ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
空
き
家
の
改
修
と

活
用
を
支
援
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
等
の
具
体

的
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏

等
の
都
市
部
か
ら
本
市
へ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の

移
住
・
定
住
の
受
け
皿
と
な
る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
春
策
定
予
定
の
基
本
構

想
を
踏
ま
え
、
本
市
の
産
業
・
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
専
門
人
材
の
誘
致
や
、
地
元
の

観
光
や
健
康
、
食
等
に
お
け
る
新
た
な
産
業
の
創
出

と
併
せ
て
、
そ
の
創
設
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
活
用
し
た

屋
内
で
の
葉
物
野
菜
の
砂
栽
培
や
、
水
産
加
工
施
設

の
モ
ズ
ク
処
理
ラ
イ
ン
の
増
設
な
ど
、
産
業
・
雇
用

の
創
出
に
関
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28

年
度
中
に
整
備
工
事
等
を
終
え
、
今
後
、
目
標
に
沿
っ

て
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
地
域
創
生
の
取
組
を
力
強
く
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
石
垣
市
の
市
制
施
行
70
周
年
の
大

き
な
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
市
民
皆
で

慶
び
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
次
の
10
年
に
向
け
て
更

に
羽
ば
た
け
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
市
制
施
行

70
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
全
29
の
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
自
然
、
伝
統
文
化
、
食
、
風
景
な
ど

石
垣
の
魅
力
・
強
み
の
再
発
見
・
磨
き
上
げ
や
、
こ

れ
ら
の
内
外
へ
の
積
極
的
な
発
信
、
ま
た
市
民
活
動

の
充
実
・
協
働
意
識
の
向
上
な
ど
、
今
後
の
更
な
る

ま
ち
づ
く
り
の
発
展
に
向
け
、
新
た
な
価
値
の
創
造

に
つ
な
が
る
各
種
事
業
を
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
市
役
所
庁
舎
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市

石
垣
市
長　

中
山　

義
隆

平
成
二
十
九
年
度　

施
政
方
針

平成 29年度施政方針平成 29年度施政方針



育
士
試
験
の
年
２
回
の
実
施
な
ど
、
保
育
士
資
格
を

取
得
し
や
す
い
環
境
の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
創
設
し
た
離
島
保
育
士
確

保
総
合
対
策
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
子
育
て
等
の
諸

事
情
に
よ
り
離
職
し
て
い
た
潜
在
保
育
士
に
対
す
る

再
就
職
支
援
の
補
助
や
、
市
外
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
保
育
士
に
対
す
る
渡
航
費
等
の

支
援
を
行
い
、
保
育
士
確
保
の
更
な
る
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
川
平
保

育
所
と
わ
か
ば
幼
稚
園
を
統
合
し
、
公
立
で
初
と
な

る
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
整
備
に
向
け
、

地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
た
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
貧
困
状

態
に
あ
る
保
護
者
へ
の
支
援
や
、
貧
困
状
態
で
暮
ら

す
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ

目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
な
ど
、
横
断
的
か
つ
柔
軟

な
対
策
に
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
就

学
援
助
の
対
象
範
囲
の
拡
大
及
び
中
学
生
へ
の
無
料

学
習
塾
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
「
子
ど
も
の
居
場

所
」
を
他
の
地
域
へ
も
増
や
し
、
更
な
る
拡
充
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
な
ど
、
沖
縄
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も

の
貧
困
の
解
消
に
向
け
、
き
め
の
細
か
い
支
援
体
制

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
病
児
・
病

後
児
に
保
育
を
提
供
す
る
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
、
子
ど
も
の
居
場
所

を
拡
充
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
一
人
ひ
と
り
が

輝
い
て
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う
、
幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
第
二
次
石
垣
市

地
域
福
祉
計
画
及
び
石
垣
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
多
世
代

の
交
流
拠
点
と
な
る
と
と
も
に
、
要
援
護
者
に
配
慮

し
た
災
害
時
の
避
難
施
設
と
な
る
福
祉
避
難
所
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度
内
の
供
用
開
始

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
コ
ー
ト
整
備
な
ど
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
施
設
整
備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予

防
に
大
き
な
効
果
が
み
ら
れ
る
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
は
、
平
成
27
年
度
８
ヵ
所
か
ら
現
在
20
か
所
に

広
が
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
市
内
全
域
に
広
が
る

よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

在
宅
医
療
・
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築
等
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
、
介
護
保
険
事
業
の
運

営
が
健
全
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
適
正
な
保
険

料
を
設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
お
い

て
は
、
認
知
症
対
応
型
の
共
同
生
活
介
護
を
提
供
す

る
事
業
所
を
新
た
に
１
箇
所
整
備
し
、
高
齢
者
と
そ

の
家
族
を
支
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
石
垣
市
障

が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
基
盤
と
し
て
、

希
望
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
っ
た
委
託
事
業
者
数

を
増
や
し
、
相
談
支
援
事
業
の
更
な
る
充
実
・
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
度
は
、
本
市
職
員
に

向
け
た
「
対
応
要
領
」
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
提

供
に
つ
い
て
、
市
民
と
共
に
考
え
る
場
、
啓
発
活
動

の
場
を
創
出
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

発
達
障
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
就

労
支
援
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
切
れ
目
の
な
い
発
達
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
臨
床
心
理
士
を

配
置
し
、
発
達
の
気
に
な
る
子
の
早
期
発
見
、
早
期

支
援
の
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
課
の

連
携
を
密
に
し
た
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活

困
窮
者
が
制
度
の
狭
間
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
包
括
的

な
支
援
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
29
年
度
は
、
新
た
に
、
住
居
や
職
の
な
い
生
活

困
窮
者
に
対
し
て
、
一
定
期
間
、
衣
食
住
の
提
供
を

行
い
、
生
活
の
安
定
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
就
労
を
希
望
す
る
生
活
困
窮
者
の
う

ち
就
労
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
一
時
的
に
就
労
を

目
標
と
し
た
作
業
能
力
の
向
上
及
び
生
活
支
援
を
こ

れ
ま
で
11
名
に
行
い
、
そ
の
う
ち
８
名
の
就
職
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
実
施
し
、
生

活
困
窮
者
の
就
労
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
照
明
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
保
安
設
備
の
整
備
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る

臨
港
道
路
新
港
２
号
線
の
整
備
や
作
業
船
等
の
係
留

施
設
と
な
る
小
型
船
だ
ま
り
の
整
備
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

南
ぬ
島
石
垣
空
港
の
開
港
以
来
、
海
外
か
ら
の
空

路
の
外
国
人
観
光
客
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
昨

年
６
月
に
就
航
し
た
石
垣―

香
港
直
行
便
の
本
年
３

月
か
ら
の
増
便
が
決
定
し
て
お
り
、
今
後
更
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
現
在
、
外
国
人
観
光
客
受
入

態
勢
を
強
化
す
る
た
め
、
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
拡
充
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
29
年
度
は

既
存
施
設
及
び
仮
設
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
運
用
と
並
行

し
て
建
設
工
事
を
進
め
、
平
成
30
年
度
供
用
開
始
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度
の
完
成

に
向
け
、
引
き
続
き
浜
崎
町
地
区
に
お
け
る
配
水
管

更
新
工
事
に
よ
る
耐
震
化
の
向
上
や
、
県
道
石
垣
空

港
線
の
配
水
管
布
設
工
事
に
よ
る
配
水
区
域
の
拡
張

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
無
効
水
量
の

低
減
を
図
る
た
め
、
配
水
区
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
調
査

及
び
漏
水
調
査
を
推
進
し
、
漏
水
箇
所
の
早
期
発
見

と
修
繕
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
下
水
道
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
29
年
度
は
、
汚
泥
の
減
容
化
を
図
る

新
た
な
乾
燥
施
設
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
生
活
環

境
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
観
光
地
と
し
て
の
価
値
の

向
上
に
お
い
て
も
重
要
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
以
降
、
年
間
の
人

身
事
故
発
生
件
数
が
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、

ま
た
平
成
27
年
11
月
か
ら
交
通
死
亡
事
故
及
び
飲
酒

絡
み
の
人
身
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
一
方

で
、
昨
年
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ
る
物
損
事
故
は
５
４

９
件
発
生
す
る
な
ど
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
事
故

多
発
地
点
へ
の
注
意
看
板
の
設
置
な
ど
、
追
突
や
出

合
い
頭
に
よ
る
事
故
の
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
へ
の

対
策
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
運
転
者
講
習
や
運
転
免

許
自
主
返
納
制
度
の
周
知
徹
底
な
ど
の
取
組
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
津
波

避
難
困
難
地
域
の
解
消
に
向
け
、
津
波
一
時
避
難
ビ

ル
の
拡
充
及
び
新
た
な
避
難
経
路
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓
練
や
防
災
啓
発
イ
ベ
ン
ト

等
を
開
催
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
防
災
行
政
無
線
の
難
聴
地
域
解
消
に
向
け
、

登
野
城
及
び
真
栄
里
地
区
の
難
聴
地
区
に
お
け
る
整

備
に
取
り
組
む
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
火
災
、
交
通
事
故
、
水

難
事
故
、
自
然
災
害
か
ら
危
険
物
災
害
な
ど
に
至
る

ま
で
、
各
種
事
故
・
災
害
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
新
た
に

危
険
物
火
災
に
対
応
可
能
な
化
学
消
防
車
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
結
成
さ
れ
た
45
箇
所
の
自

主
防
災
組
織
と
の
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
消
防
力
を
更
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成

28
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
伊
原
間
出
張
所
の
新
築
移

転
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
10
月
ま
で
に
移
転

を
完
了
し
、
北
部
地
区
の
新
た
な
防
災
拠
点
施
設
と

し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
開
催
し
た
石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
に
お
い

て
、
福
島
県
か
ら
参
加
し
て
い
た
３
名
の
若
手
医
師

の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
レ
ー
ス
中
に
心
肺
停
止
で
倒
れ
た

ラ
ン
ナ
ー
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
救
急
処
置
を

施
し
、
そ
の
命
を
救
い
ま
し
た
。
市
民
一
人
ひ
と
り

の
救
命
・
救
急
の
対
応
力
の
向
上
は
、
緊
急
時
の
救

命
率
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
重
要
で
す
。
引
き
続

き
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
救
急
法
講
習
会
を
開

催
し
、
平
成
29
年
度
は
講
習
会
80
回
、
受
講
人
数
２
，

０
０
０
人
以
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

市
内
で
１
６
５
箇
所
と
な
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
が
可

能
な
「
市
民
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
更
な
る
増
加

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
制
度
の
普
及
を
図
り
、
救

命
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
へ
の
陸
上
自
衛
隊
の
配
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
12
月
に
防
衛
省
に
対
し
、
配
備
に
向
け
た

諸
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
を
了
承
し
ま
し
た
。
今
後
、

具
体
的
な
計
画
が
出
て
き
た
段
階
で
情
報
を
オ
ー
プ

ン
に
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
、
市
議
会
で
の
議
論
等

を
経
て
、
防
衛
省
と
の
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
輝
く

「
い
し
が
き
」

３
．
生
き
が
い

　

全
て
の
市
民
が
そ
の
希
望
に
応
じ
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た

め
、
平
成
29
年
度
内
の
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

引
き
続
き
認
可
保
育
園
の
施
設
整
備
を
始
め
、
保
育

の
受
け
皿
の
確
保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、

保
育
の
現
場
を
担
う
保
育
士
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
取
組
が
急
務
で
す
。
平
成
29

年
度
か
ら
、
新
た
に
本
市
内
に
お
い
て
保
育
士
養
成

課
程
を
開
設
し
、
地
元
に
お
い
て
、
２
年
間
で
保
育

士
資
格
及
び
幼
稚
園
教
諭
資
格
が
取
得
で
き
る
環
境

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
保
育
士
資
格

試
験
対
策
講
座
を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
内
で
の
保
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イ
ラ
ン
ド
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
環
境
保
全
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
植
林
及
び
保
育
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
の
諸

条
件
に
応
じ
た
単
層
林
、
複
層
林
の
整
備
を
し
ま
す
。

併
せ
て
、
市
街
地
用
の
た
め
の
緑
化
木
を
始
め
、
計

画
的
な
樹
種
生
産
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
マ
ツ
等
の
島
産
材
の
公
共
施
設
等
へ
の
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
営
石
垣
島
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
度
の
事
業
着
工
後
、
石
垣
北
部
送
水
路
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
な
ど
本
格
的
に
始
動
し
て
お
り

ま
す
。
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を
図
り
、
農
業
生
産

性
の
向
上
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を
目
指
す
た
め
、

新
た
に
伊
野
田
南
地
区
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
久
宇
良
地
区
、
村

中
第
２
地
区
、
開
南
地
区
、
三
川
地
区
の
畑
地
か
ん

が
い
施
設
の
再
整
備
を
行
い
、
施
設
の
機
能
回
復
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
団
体
営
伊
野
田
南
地
区
や
県
営
星
野
地
区

な
ど
の
新
規
地
区
に
て
順
次
事
業
が
採
択
さ
れ
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
農
業
用
水
の
手
当
て
が
無
い
地
域
に

お
い
て
、
か
ん
が
い
施
設
や
そ
の
条
件
整
備
を
行
い
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
生
産
性
の
維
持
・
向
上
、

農
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
よ
う
取
組
を
進
め
ま

す
。

　

畜
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
外
よ
り
優
良

な
繁
殖
雌
牛
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
肉
用
牛
生
産
農

家
及
び
農
業
生
産
法
人
の
経
営
安
定
と
、
繁
殖
生
産

基
盤
の
拡
充
・
強
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
産

肉
能
力
の
高
い
優
良
雌
牛
１
２
０
頭
を
導
入
し
、
濃

厚
飼
料
費
の
補
助
や
、
飼
養
管
理
環
境
の
向
上
と
安

定
化
を
図
る
肉
用
牛
害
虫
対
策
や
家
畜
伝
染
病
対
策

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
産
肉
能
力
に
優

れ
た
山
羊
の
改
良
増
殖
を
促
進
し
、
生
産
農
家
の
経

営
安
定
に
資
す
る
た
め
、
引
き
続
き
山
羊
増
殖
改
良

推
進
貸
付
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
新
た
な
石
垣
ブ
ラ
ン
ド
の
開
拓
を
目
的
に
、
ス

ジ
ア
ラ
養
殖
実
証
試
験
を
実
施
し
、
沖
縄
県
三
大
高

級
魚
の
一
つ
で
あ
る
ス
ジ
ア
ラ
の
陸
上
養
殖
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
、
陸
上
養
殖
場
の

基
本
・
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
化

の
可
能
性
調
査
を
実
施
し
、
今
後
、
民
間
と
連
携
し

た
施
設
整
備
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
加
工
施
設
に
お
い
て
は
、
モ
ズ
ク
の
処
理
ラ

イ
ン
を
増
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
生
産
量
の

増
加
や
新
規
養
殖
漁
業
者
の
参
入
が
期
待
で
き
、
６

次
産
業
化
の
更
な
る
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
年
劣
化
に
よ
る
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

伊
野
田
漁
港
海
岸
、
船
越
漁
港
海
岸
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
の
施
設
保
全
の
あ
り
方
な
ど
の
長
寿

命
化
計
画
の
策
定
に
向
け
た
現
況
調
査
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
登
野
城
漁
港
の
安
心
安
全
な

利
用
と
就
労
環
境
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
物
揚
場

と
護
岸
の
改
良
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
風
土
の
中
で
育
つ

「
い
し
が
き
」

５
．
は
ぐ
く
む

　

石
垣
の
豊
か
な
風
土
の
中
で
、
人
間
性
豊
か
な
人

材
の
育
成
を
目
指
す
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
市
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
力
水
準
は
、
近

年
、
小
学
校
は
全
国
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
中
学

校
も
全
国
と
の
差
を
平
成
26
年
以
降
全
て
の
教
科
で

着
実
に
縮
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
も
、

授
業
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
中
学
校
校
区
内
の
幼
・
小
・
中
の
連

携
強
化
や
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
す
る

学
校
教
育
支
援
員
の
配
置
な
ど
、
更
な
る
学
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
と
併
せ
、
小
学
校
に
も
外
国
語
学

習
支
援
員
を
派
遣
し
、
外
国
語
授
業
の
補
助
等
を
行

い
、
小
中
学
校
教
諭
の
指
導
力
、
授
業
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
様
化
・
高
度
化

す
る
情
報
化
社
会
へ
適
応
で
き
る
人
材
育
成
の
た

め
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
の
基
盤
と
な
る
情
報
モ

ラ
ル
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
の
充
実
・
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
延
べ
４
，
３
８
０
名
の
児
童
生

徒
等
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
た
め
の
島

外
派
遣
費
の
助
成
を
行
い
、
全
国
大
会
を
始
め
各
大

会
で
数
々
の
優
秀
な
成
績
が
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
も
引
き
続
き
助
成
事
業
を
行
い
、
児
童
生

徒
の
技
術
力
向
上
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
現
場
を
担
う
人
材
の
育
成
・
定
着
は
離
島
市

町
村
に
お
け
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
平
成
28

年
度
か
ら
教
員
採
用
試
験
対
策
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
前
年
度
よ
り
２
名
増
の
14
人
の
合
格
者
を
輩
出

し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
、
教
員
採
用

試
験
対
策
講
座
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
平
成
28
年
度

以
上
の
合
格
者
数
の
輩
出
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

社
会
生
活
を
営
む
上
で
困
難
を
有
す
る
若
者
の
自

立
・
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
子
ど
も
・

若
者
相
談
員
を
１
名
増
員
し
、
学
校
へ
の
復
帰
や
社

地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

「
い
し
が
き
」

４
．
活　

力　

　

本
市
の
観
光
理
念
で
あ
る
「
島(

し
ま)

ぬ
美(

か

い)
し
ゃ
、
心(

き
む)

美(

か
い)

し
ゃ
」
を
体

現
す
る
こ
と
が
観
光
満
足
度
を
高
め
、
観
光
地
と
し

て
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
国
内
外

か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
創
出
す
る
た
め
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
「
場
」
と
し
て
観
光
会
議
を
開
催

し
、
「
石
垣
市
観
光
基
本
計
画
」
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
新
た
な
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
に
取
り
組
み
、
観
光
需
要
の
底

上
げ
と
交
流
人
口
の
更
な
る
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
「
島
人(

し

ま
ん
ち
ゅ)

ぬ
宝(

た
か
ら)

さ
が
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
市
民
参
加
型
で
石
垣
の
埋
も
れ
た
魅
力

を
再
発
見
し
、
そ
れ
ら
を
磨
き
上
げ
、
発
信
す
る
こ

と
で
、
日
本
最
南
端
の
音
楽
の
島
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

石
垣
の
星
空
を
観
光
資
源
と
し
て
定
着
さ
せ
、
市

街
地
に
お
い
て
身
近
に
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
と

し
て
、
石
垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
導
入
し
た
「
美(

ち
ゅ
ら)

ら
星(

ぼ
し)

ゲ
ー
ト
」
を
創
出
し
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
実
施

設
計
を
行
い
、
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
施
設
の
再
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29

年
度
も
引
き
続
き
玉
取
崎
展
望
台
及
び
底
地
海
水
浴

場
の
施
設
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
観
光

施
設
づ
く
り
に
努
め
、
観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
国
の
離
島
の
中
学
生
が
野
球
を
通
じ
て
「
島
」

と
「
島
」
の
交
流
を
図
る
「
全
国
離
島
交
流
中
学
生

野
球
大
会
」
い
わ
ゆ
る
「
離
島
甲
子
園
」
を
本
市
に

お
い
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
の
全
国
大
会
を
本
市
で
初
め
て
開
催
し
、
交
流
と

親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
石
垣
島
の
「
元
気
」「
自
然
」

「
文
化
」「
産
物
」
を
全
国
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
民
間
企
業
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
ゴ
ル

フ
場
を
含
む
リ
ゾ
ー
ト
施
設
建
設
の
計
画
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
本
施
設
は
、
市
民
の
健
康
増
進
や

余
暇
活
動
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
観
光
振
興
等
に
も

資
す
る
な
ど
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
本
市
に
必
要
な

施
設
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係

法
令
に
基
づ
き
、
自
然
環
境
に
も
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
そ
の
整
備
に
向
け
必
要
な
協
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
市
の
特
性
・
強
み
を
活
か
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
図
る
取
組
も
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
、
本
市
の
魅
力

的
な
風
景
・
生
物
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
「
ご

当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
市
制
施
行
記
念
日
の
本
年
７
月
10
日
か
ら
交

付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

黒
麹
を
始
め
、
石
垣
島
固
有
の
材
料
を
活
用
し
た

新
た
な
発
酵
調
味
料
の
開
発
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
も
な
く
商
品
化
で
き
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
全
国
の
発
酵
商
品
・

技
術
が
集
う
「
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
」
へ
の
出

展
を
行
う
な
ど
、
発
酵
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
就
航
し
て
い
る
石
垣―

香
港
直
行
便
な
ど
の

国
際
定
期
便
を
活
用
し
、
直
接
香
港
や
台
湾
に
向
け
、

八
重
山
の
魅
力
あ
る
様
々
な
物
産
の
輸
出
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
石
垣
空
港
の
税
関
空
港
指
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
市
役
所
庁
舎
移
転
後
の
跡
地
の
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
、
経
済
団
体
、
地
域
団
体

等
か
ら
幅
広
く
意
見
や
要
望
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
中
心
市
街
地
・
周
辺
地
区
一
帯
の

更
な
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
観
点
か
ら
、
現
庁
舎

等
跡
地
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
利
用
の
考
え
方
、
方
向
性
及
び
事
業

の
あ
り
方
を
定
め
、
整
備
に
向
け
た
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

旧
離
島
さ
ん
ば
し
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
創
出
と

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
の
魅
力
創
出
を
目
的
と

し
た
「
や
い
ま
石
垣
さ
ん
ば
し
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
常
設
化
に
向
け
て
、
創
業
支
援
機
能

を
強
化
し
な
が
ら
開
催
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。　

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
で
は
、
地

理
特
性
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
品
質
の
高

い
熱
帯
果
樹
や
、
牛
肉
、
水
産
物
等
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
割
高
な
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
本
市
の
不
利
性

を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係
機
関
と
も
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
的
確
な
販
路
先
の
開
拓
や
効
率
的
な
販
売
促

進
活
動
に
取
り
組
み
、
石
垣
島
産
ブ
ラ
ン
ド
の
よ
り

一
層
の
構
築
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
土
防
止
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
負
荷
の

軽
減
や
土
づ
く
り
を
主
体
に
、
さ
と
う
き
び
収
穫
後

の
土
地
利
用
の
高
度
化
を
推
進
し
、
持
続
的
に
農
地

か
ら
の
流
出
を
防
止
す
る
営
農
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
島
に
お
け
る
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、
排
出

さ
れ
た
生
ご
み
を
小
型
プ
ラ
ン
ト
で
液
肥
に
し
、
そ

れ
を
農
作
物
の
生
産
に
活
用
す
る
地
域
循
環
実
証
で

あ
る
「
小
さ
な
循
環
」
に
取
り
組
み
、
資
源
循
環
ア
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す
。
平
成
29
年
度
は
、
返
礼
の
特
産
品
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
観
光
体
験
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
返
礼
品
と
し

て
追
加
す
る
な
ど
、
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
幅
拡
い
滞
納
処
分
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年

微
減
で
あ
っ
た
市
税
未
収
金
に
つ
い
て
、
平
成
24
年

度
末
の
５
億
７
百
万
円
余
か
ら
、
平
成
27
年
度
末
ま

で
の
４
年
間
で
２
億
１
千
万
円
余
ま
で
大
幅
に
圧
縮

し
ま
し
た
。
市
税
収
入
に
お
い
て
も
、
平
成
24
年
度

の
徴
収
率
８
８
．
９
％
か
ら
平
成
27
年
度
の
徴
収
率

９
５
．
５
％
ま
で
飛
躍
的
な
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
税
負
担
の
公
平
性
に
基
づ
き
、
税
務
行
政

を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
る
人
事
評

価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度
は
、
同
制

度
を
活
用
し
、
職
員
の
「
や
る
気
・
意
欲
」
を
引
き

出
す
と
と
も
に
、
職
務
能
力
の
開
発
及
び
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
意
識
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
の
未
然
防
止
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
活
用
し
、

職
員
自
身
の
心
身
の
健
康
状
態
へ
の
気
づ
き
を
促

し
、
職
場
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

８
．
予
算
編
成
と
予
算
規
模

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
第
４
次
石
垣
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
お
け
る

６
つ
の
基
本
目
標
及
び
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
国
の

地
方
財
政
対
策
等
を
反
映
し
、
限
ら
れ
た
一
般
財
源

で
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
す
べ
く
徹
底
し
た
事
業
の

取
捨
選
択
を
行
い
つ
つ
、
拡
充
す
べ
き
分
野
に
は

し
っ
か
り
と
予
算
を
措
置
す
る
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
徴
と
し
ま
し
て
は
、
民
生
費
に
お
き
ま
し
て
、

待
機
児
童
解
消
等
よ
り
一
層
の
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
る
た
め
、
前
年
度
比
約
２
億
６
千
万
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
投
資
的
経
費
の
需
要
に
応
え

る
べ
く
土
木
費
は
約
３
億
８
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
よ
り
継
続
中
の
「
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
」
に
加
え
、
産
業
振

興
や
定
住
促
進
な
ど
離
島
の
不
利
性
に
起
因
す
る
課

題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に

創
設
さ
れ
る
「
沖
縄
離
島
活
性
化
推
進
事
業
」
や
、「
市

制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
」
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
及
び
地
方

交
付
税
が
前
年
度
よ
り
増
額
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
歳
出
に
対
し
て
の
歳
入
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ

る
基
金
繰
入
金
が
過
去
最
大
と
な
り
、
よ
り
一
層
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
一
般
会
計
が
総
額
２
７
６
億
２
，

０
５
０
万
円
で
、
平
成
28
年
度
当
初
比
３
．
２
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
内
訳
と
し
ま
し
て
は
、

総
務
費
26
億
３
，
４
０
２
万
５
千
円
、
民
生
費
１
１

８
億
５
，
５
３
８
万
３
千
円
、
衛
生
費
18
億
２
，
３

６
３
万
８
千
円
、
農
林
水
産
業
費
19
億
５
，
５
３
５

万
６
千
円
、
商
工
費
９
億
４
，
０
９
９
万
１
千
円
、

土
木
費
28
億
３
，
１
７
２
万
４
千
円
、
消
防
費
６
億

４
，
０
０
０
万
９
千
円
、
教
育
費
26
億
４
，
６
８
７

万
３
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
総
額
１
８
６
億
１
７
２
万
円
で
、

平
成
28
年
度
当
初
比
４
．
９
％
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

む
す
び
に

　

石
垣
市
制
施
行
70
周
年
目
を
迎
え
る
今
日
、
こ
れ

ま
で
の
本
市
の
成
長
・
発
展
を
振
り
返
る
と
き
、
営
々

脈
々
と
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
先

人
の
方
々
の
努
力
と
苦
労
に
思
い
を
致
し
、
敬
意
と

感
謝
の
念
で
胸
を
熱
く
し
ま
す
。
市
制
施
行
当
時
、

人
口
１
万
７
，
５
０
０
人
足
ら
ず
だ
っ
た
本
市
が
、

政
治
・
経
済
・
国
際
情
勢
の
様
々
な
影
響
等
を
受
け

な
が
ら
、
ま
た
、
離
島
と
し
て
多
く
の
不
利
や
困
難

等
を
抱
え
つ
つ
も
、
直
面
す
る
諸
課
題
に
果
敢
に
立

ち
向
か
い
、
様
々
な
地
域
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
、
そ
し
て
地
道
に
そ
の
未

来
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
先
に
、
今
の
繁

栄
が
あ
る
こ
と
を
深
く
心
に
刻
み
ま
す
。
そ
し
て
、

市
制
施
行
70
年
目
を
全
市
民
と
共
に
心
を
一
つ
に
し

て
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
私
に
と
っ
て
市
長
２
期
目
の
最

終
年
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
現
も
含
め
、
総
仕
上
げ
の
一
年
で
す
。
「
日

本
一
幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
石
垣
市
」
の
実
現
に
向
け

て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
員
各
位
を
始
め
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

会
参
加
な
ど
自
立
に
つ
な
げ
る
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度

に
登
野
城
小
学
校
の
建
て
替
え
を
完
了
す
る
と
と
も

に
、
白
保
小
学
校
校
舎
新
増
改
築
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

博
物
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
喜

舎
場
永
珣
資
料
の
整
理
と
調
査
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
平
成
29
年
度
は
、
そ
の
調
査
報
告
書
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
当
館
所
蔵
資
料
の
修
復
及
び
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
を
代
表
す
る
史
跡
フ
ル
ス
ト
原
遺
跡
に
つ
き

ま
し
て
は
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
資
料
の
整
理
と

駐
車
場
を
備
え
た
歴
史
広
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
全
て
の
市
民
が
利
用
で
き
る
図
書
館
を
目
指
し
て

図
書
資
料
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
専
門
的
知

識
を
も
つ
図
書
館
司
書
に
よ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
や
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

　

石
垣
市
主
催
の
「
市
民
大
運
動
会
」
は
、
２
０
０

２
年
を
最
後
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
当
時
の

熱
気
を
懐
か
し
む
市
民
の
間
か
ら
は
大
会
の
復
活
を

望
む
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
市
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
、
改
め
て
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
、
地
域
の

絆
を
深
め
る
機
会
と
な
る
「
市
民
大
運
動
会
」
を
復

活
開
催
し
ま
す
。

　

市
史
編
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石
垣
市
と
旧

大
浜
町
の
合
併
50
周
年
を
機
に
、
編
集
作
業
を
進
め

て
き
た
合
併
関
係
資
料
集
に
つ
い
て
発
刊
し
て
ま
い

り
ま
す
。

人
を
も
て
な
す
ふ
れ
あ
い
の

「
い
し
が
き
」

６
．
交　

流

　

平
成
28
年
度
は
、
姉
妹
都
市
カ
ウ
ア
イ
郡
長
の
来

島
記
念
植
樹
、
姉
妹
都
市
台
湾
・
蘇
澳
鎮
や
友
好
都

市
稚
内
市
と
の
間
で
は
小
中
学
生
同
士
の
交
流
、
友

好
都
市
北
上
市
と
は
初
め
て
の
職
員
交
流
な
ど
、
絆

を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
友
好
都
市
提
携
30
周
年
を
迎
え

る
稚
内
市
を
始
め
、
国
内
外
の
親
善
友
好
姉
妹
都
市
・

ゆ
か
り
の
ま
ち
と
の
農
産
物
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
小

中
学
生
の
交
流
を
始
め
、
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
、
経
済
等
の
分
野
で
の
更
な
る
交
流
や
、
稚
内

市
及
び
北
上
市
と
の
職
員
交
流
等
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
代
を
担
う
少
年
少
女
に
異
文

化
交
流
と
体
験
学
習
を
深
め
さ
せ
、
国
際
性
豊
か
な

広
い
視
野
を
も
っ
た
人
材
育
成
を
目
的
に
、
姉
妹
都

市
カ
ウ
ア
イ
郡
や
台
湾
蘇
澳
鎮
へ
の
本
市
小
中
学
生

の
派
遣
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
和
推
進
へ
の
取
組
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29

年
度
は
、
広
島
市
と
の
共
催
に
よ
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
原

爆
展
」
を
開
催
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
資
料
館
の
所
蔵

資
料
の
展
示
や
被
爆
者
の
講
演
会
等
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
も
い
え
る

「
石
垣
市
民
憲
章
」
は
、
制
定
さ
れ
て
40
年
目
を
迎

え
ま
す
。
先
人
た
ち
の
足
跡
を
振
り
返
り
つ
つ
、
市

民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

節
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
「
全
島
一
斉
ヤ
ー
ヌ
マ
ー
ル
清
掃
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
、
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
と
い
う
市

民
相
互
扶
助
の
精
神
に
則
り
活
動
す
る
団
体
が
多
く

存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
が
な

く
、
活
動
が
困
難
と
な
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
資

す
る
活
動
を
行
う
団
体
の
活
動
拠
点
を
平
成
29
年
度

内
に
整
備
し
ま
す
。
老
朽
化
に
伴
い
、
建
替
え
や
修

繕
を
要
す
る
公
民
館
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
必
要

な
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
立
し
た
行
政
運
営
の
実
現

７
．
行
財
政
改
革

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
全
国
の
提
携
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
、
所
得
証
明

な
ど
各
種
証
明
書
を
夜
間
や
休
日
な
ど
「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」
利
用
で
き
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
い
た
し
ま

す
。

　

学
校
給
食
の
充
実
と
合
理
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
29
年
度
の
二
学
期
の
給
食
か
ら
、
調
理

業
務
等
の
作
業
部
門
を
民
間
へ
委
託
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
有
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
改
革
の
推
進

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
整
理
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
に
市
有
農
地
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
等
関
係
部
署
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
今

後
情
報
公
開
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
有
効
活
用
と
計
画

的
な
整
理
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は

前
年
度
を
更
に
上
回
る
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

平成 29年度施政方針平成 29年度施政方針



お知らせ

石
垣
市
税
務
課

地
方
税
法
第
４
１
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
29
年

度
固
定
資
産
税
の
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
関
係
者
に
供

し
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】
平
成
29
年
４
月
１
日
～
５
月
１
日
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

【
縦
覧
場
所
】
石
垣
市
役
所
税
務
課
（
窓
口
１
４
番
）

【
縦
覧
で
き
る
方
】

石
垣
市
内
に
土
地
・
家
屋
を
有
す
る
納
税
者(

納
税
管
理
人)

ま
た
は
そ
の
代
理
人
。

【
持
参
す
る
も
の
】
印
鑑
及
び
本
人
等
を
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
又
は
納
税
通
知
書
等)

。
代
理
人
の

場
合
は
納
税
者
等
本
人
か
ら
の
委
任
状
も
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

石
垣
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係
（
８
７-

９
０
４
３
）

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

石
垣
市
防
災
危
機
管
理
室

平
成
29
年
度
市
民
防
災
訓
練
を
４
月
23
日
（
日
）
に
市
内
全

域
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

本
訓
練
は
、
自
宅
及
び
職
場
等
か
ら
最
寄
り
の
避
難
場
所
ま

で
避
難
を
行
い
、
地
域
の
危
険
箇
所
等
の
確
認
・
検
証
を
行

い
、
実
際
の
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
が
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

訓
練
当
日
に
は
、
防
災
無
線
や
広
報
車
か
ら
サ
イ
レ
ン
や
訓

練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
に
は
訓
練
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
部
防
災
危
機
管
理
室　

８
７-

５
５
３
３

平
成
29
年
度　

市
民
防
災
訓
練
に
つ
い
て

石
垣
市
市
民
生
活
課

石
垣
市
で
は
、
明
和
の
大
津
波
で
遭
難
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
併
せ
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
左
記

の
と
お
り
慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。
市
民
み
な
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
列
を
賜
り

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
29
年
４
月
24
日
（
月
）
午
後
三
時
～

【
場
所
】
明
和
大
津
波
遭
難
者
慰
霊
之
塔
（
宮
良ﾀ

ﾌ
ﾅ
ｰ

原
）

☆
当
日
は
送
迎
車
両
を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

（
帰
り
は
、
逆
の
コ
ー
ス
で
運
行
致
し
ま
す
。
）

平
成
29
年
度 

明
和
大
津
波
遭
難
者
慰
霊
祭
へ
の
ご
案
内

石
垣
市
市
民
生
活
課

全
国
か
ら
18
組
の
親
子
を
募
集
し
ま
す
。
今
年
の
夏
、
実
際

に
長
崎
に
来
て
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
取
材
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
場
所
】
長
崎
市
内

【
実
施
期
間
】
平
成
29
年
８
月
８
日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

【
参
加
費
補
助
】

主
催
者
負
担
①
交
通
費
②
宿
泊
費
③
取
材
補
助
経
費

【
応
募
方
法
】
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】
平
成
29
年
５
月
８
日
（
月
）
（
当
日
必
着
）

【
問
合
せ
先
】
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局

　

☎
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平
成
29
年
度　

親
子
記
者
募
集
の
お
知
ら
せ

石
垣
市
障
が
い
福
祉
課

本
市
で
は
、
聴
覚
、
言
語
機
能
、
音
声
機
能
そ
の
他
の
障
害

の
た
め
、
意
思
疎
通
に
支
援
が
必
要
な
障
が
い
者
の
方
に
手

話
通
訳
者
等
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】
原
則
、
派
遣
を
必
要
と
す
る
日
の
５
日
前

ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、F

A
X

ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
（
緊
急
時
に
お
い
て
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
派
遣
費
用
】
聴
覚
障
が
い
者
等
個
人
か
ら
の
申
請
の
場
合

（
病
院
や
面
談
等
）
は
、
原
則
無
料
で
す
。

企
業
や
行
政
、
団
体
等
か
ら
の
申
請
の
場
合
（
講
演
会
や
イ

ベ
ン
ト
等
）
は
、
派
遣
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

《
八
重
山
圏
域
聴
覚
障
が
い
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
》

緊
急
時
の
対
応
と
し
て
、
手
話
通
訳
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

方
に
関
す
る
通
報
を
行
う
場
合
は
、
消
防
・
警
察
へ
そ
の
旨

を
お
伝
え
下
さ
い
。
手
話
通
訳
者
の
派
遣
も
出
来
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
が
い
者
の
方
も
事
前
に
登
録

す
る
こ
と
で
、
ご
自
身
で
通
報
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◆
病
気
等
で
救
急
車
等
の
要
請
が
必
要
な
と
き

メ
ー
ル　

1
1
9

　

ま
た
は　

F
A
X

　

1
1
9

◆
事
件
・
事
故
等
で
警
察
へ
の
通
報
が
必
要
な
と
き

メ
ー
ル　

1
1
0

　

ま
た
は　

F
A
X

　

1
1
0

【
登
録
・
問
合
せ
】
障
が
い
福
祉
課
電
話
・F

A
X

：8
7
-
6
0
1
1

ご
存
知
で
す
か
！
手
話
通
訳
者
等
の
派
遣
に
つ
い
て

農
業
簿
記
講
座
の
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

石
垣
市
農
政
経
済
課

石
垣
市
農
政
経
済
課
で
は
、
今
年
も
農
業
者
向
け
に
農
業
簿

記
講
座
を
行
い
ま
す
。

今
回
も
習
熟
度
別
に
、
２
つ
の
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

【
簿
記
原
理
コ
ー
ス
】

簿
記
の
基
礎
を
、
初
心
者
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
授
業
を
行

う
講
座
で
す
。
簿
記
に
初
め
て
触
れ
る
方
や
、
初
心
者
に
お

ス
ス
メ
し
て
い
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
会
計
ソ
フ
ト
コ
ー
ス
】

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
簿
記
を
実
践
す
る
授
業
を
行
う
講
座

で
す
。
簿
記
経
験
者
や
、
簿
記
原
理
コ
ー
ス
を
既
に
受
講
さ

れ
た
方
に
お
ス
ス
メ
で
す
。

【
受
講
料
】
無
料

【
日
程
】
全
６
回

５
月
８
日(

月)

～
11
日(

木)

・
11
月
７
日(

火)

・
８
日(

水)

【
時
間
】
午
後
13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
会
場
】
石
垣
市
役
所
２
階
会
議
室

【
お
申
し
込
み
先
】
石
垣
市
役
所
農
政
経
済
課(

8
2
-
1
3
0
7
)

【
お
申
し
込
み
締
切
】
平
成
29
年
５
月
２
日

《送迎車両運行コース》　

14:00発　石垣市役所

14:05発　八重山平和祈念館前

　　　　（マラリア記念館）

14:08発　ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ前

14:10発　マイツバ御獄前

14:12発　いしなぎ屋前

14:14発　旧石垣ケーブルテレビ前

　　　　（登野城二町内バス停付近）

14:18発　石垣SS仲道給油所北側

　　　　（４号線沿い）

14:22発　たもとストアー前［平得]

14:30発　旧大松商店前

　　　　（大浜バス停付近）

14:38発　いっぷく食堂前

14:40発　白保小学校前

14:50着　慰霊之塔

お知らせ



これまで、年金を受給するのに必要な資格期間は２５年以上となっておりましたが、国民年金法の改正により
平成２９年８月１日から必要な資格期間が１０年に短縮されます！

◎国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間
◎サラリーマンの期間（船員保険を含む厚生年金保険や共済組合等の加入期間）
◎年金制度に加入していなくても資格期間に加えることができる期間 → 学生だった期間、海外に住んでいた
　期間、サラリーマンの配偶者だった期間など
これらの期間を合計したものが「資格期間」です。資格期間が１０年（１２０月）以上あると、年金を受けと
ることができます。
※年金の額は、納付した期間に応じて決まります。１０年間の納付では、受け取る年金額は概ね満額の４分の
　１になります。

　新たに年金を受けとれるようになる、資格期間が１０年以上２５年未満の方には、平成２９年３月から平成
２９年７月を目処に、日本年金機構より年金請求書が順次郵送されます。お手元に届きましたら、ご予約のう
え石垣年金事務所にて手続きをお願いします。
※全ての加入期間が国民年金第１号被保険者期間の方は市役所でもお手続きが可能です。

石垣年金事務所　予約番号 ☎０９８０－８２－９２１１

資格期間とは？

対象となる方は手続きが必要です！ 

こども医療費助成資金貸付制度とは？

国民年金法の改正について

病院で受診する際に自己負担分の支払いが困難な方に対して、その自己負担分の貸し付けを行うことで、経済

的な理由による受診控えを抑え、こどもの疾病の早期発見、早期治療を目的としています。

【対象者】次の２つの項目に該当する方が対象です。

　①石垣市こども医療費助成対象者　　②世帯及び生計を同一とする方が市町村民税非課税となる世帯

【対象医療費】次の項目に該当する医療費が対象です。

　①平成２８年１０月１日（土）以降に受診するもの

　②保険適用のもの（健康診断や文書料などは対象外です。）

　③貸付制度に対応している医療機関で受診するもの

　　※平成29年2月時点において、市内では県立八重山病院のみ対象。

申請の流れや県内の対応医療機関一覧などについては、石垣市公式ウェブサイトの児童家庭課のページをご覧

ください。

【お問合せ先】石垣市役所　児童家庭課　児童福祉係　℡82-1704（児童家庭課　直通）

こども医療費助成資金貸付制度のお知らせ

クルーズ船寄港（4月予定）について

　　入港予定　　　　　出港予定　　　　     船  　　　名　　　　  旅客定員    備 考

4/ 3（月）08:00   4/ 3（月）17:00　 スーパースターアクエリアス　 2,100 人

4/ 5（水）09:00　 4/ 5（水）17:00　 コスタ・ビクトリア　　　　　 2,394 人

4/ 6（木）11:00　 4/ 6（木）21:00　 スーパースターアクエリアス 　2,100 人

4/ 7（金）09:00　 4/ 7（金）18:00   アイーダベラ　　　　　　　   2,050 人　　初寄港

4/12（水）09:00　 4/12（水）17:00　 コスタ・ビクトリア　　　　   2,394 人

4/13（木）11:00　 4/13（木）21:00　 スーパースターアクエリアス　 2,100 人

4/15（土）09:00　 4/15（土）18:00　 コスタ・ネオロマンティカ　　 1,800 人　　初寄港

4/17（月）08:00　 4/17（月）17:00　 フォーレンダム　　　　　　　 1,800 人

4/19（水）13:30　 4/19（水）19:00　 にっぽん丸　　　　　　　　　 　576 人

4/20（木）11:00　 4/20（木）21:00　 スーパースターアクエリアス　 2,100 人

4/21（金）09:00　 4/21（金）17:00　 コスタ・ビクトリア　 　　　　2,394 人

4/23（日）08:00　 4/23（日）18:00　 コスタ・ネオロマンティカ　　 1,800 人

4/26（水）09:00　 4/26（水）18:00　 コスタ・ビクトリア　　　　　 2,394 人　　

4/27（木）11:00　 4/27（木）21:00　 スーパースターアクエリアス　 2,100 人

※高額療養費や附加給付金に該当する場合は
　その限度額まで



教育委員会だより教育委員会だより

【開館時間】　〇平日：午前１０時～午後７時　〇土・日：午前１０時～午後５時【月曜日休館】
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卒業、入学・進級おめでとうございます。

第 24 回教育実践研究論文表彰受賞

　期待に胸をふくらませ、希望に満ちた新年度が始まります。子どもたちは、卒業、入学・進級と新たな一歩を踏み出します。

クラスメイトや担任の先生など環境が変わりますが、心を新たにいろんなことに挑戦し、一生懸命がんばりましょう。

　保護者や地域の皆様、新学期となり、子どもたちは何かと落ち着かないこともあるかと思います。早く新しい環境にな

じめるよう、力になってあげてください。教育委員会では、「生きる力」をはぐくむため、次の 5 つのことをお願いして

います。

1　生活リズムを確立しよう

　①睡眠時間を十分にとらせよう

　②朝食をしっかりとらせて登校させよう

　③テレビを見る時間など家庭でのルールをつくろう

2　規範意識、マナーの育成に努めよう

　①あいさつをしよう

　②「マナー」のわかる子に育てよう

　③身の回りの整理整頓をさせよう

3　家庭学習の習慣化を図ろう

　①決まった時間と場所で学習に集中させよう

　②「読み・書き・計算」など学力の基礎を鍛えよう

　③忘れる前に覚えなおす習慣を身につけさせよう

4　読書週間を確立し、本に親しもう

　①読み聞かせをしよう

　②お父さん、お母さんが読書する姿を子どもに

　　見せよう

　③図書館や本屋に行こう

5　家庭での会話を多くもとう

　①家族であいさつを交わそう

　②食卓を囲んでコミュニケーション

　③本気でほめ、本気で叱ろう

　石垣市教育委員会では、子ども会を結成している単位団体に対して補助金を交

付します。

　団体が行う事業に公益性があり、かつ団体の運営が資金的に脆弱な団体で、育成・

支援が必要と認められる場合に、審査を経て、補助金の対象となります。

　補助金の交付を希望される団体は、平成 29 年 5 月 31 日までに必要書類を提

出ください。詳しくは、石垣市教育委員会いきいき学び課ホームページ、又はお

電話にてお問い合わせください。

【お問い合わせ】石垣市教育委員会　いきいき学び課　☎0980-83-0373

　公益財団法人日本教育公務員弘済会沖縄支部主催の第 24 回

教育実践研究論文表彰において、大本小学校の漢那ひとみ校長・

岡﨑裕介先生・嘉陽田宏先生の「地域教育資源を生かした活力

ある学校づくり～総合的な学習の時間を活用した野鳥観察活動

を通して～」が優秀賞を、宮良小学校の大城亜美先生の「主体

的な創造活動を育む指導の工夫～アクティブラーニングの視点

から～」が優良賞を受賞しました。受賞された先生方おめでと

うございます。これからも子どもたちのため、よろしくお願い

いたします。

一般書一般書 郷土書郷土書児童書児童書「楽しもうｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾌ」 「春のおはなし」 「沖縄の生き物」

◇今月の移動図書館
●明石公民館　4 月 9 日 ・ 23 日　午前 10 時～正午   ●川平公民館　4 月 9 日 ・ 23 日　午後 2 時～ 4 時

◇今月の展示

石垣市子ども会補助金申請団体募集について

【お問い合わせ先】石垣市立図書館　☎ 0980-83-3862

　 石垣市立図書館の本等を借りるには、 利用カードの登録が必要です。 石垣市に住民票がある ・ 市内
に賃貸契約をして居住している ・ 市内で仕事をしていて勤務証明書がとれる方、 竹富 ・ 与那国町に住民
票がある方が登録可能です。 それぞれ確認できるものをご持参ください。 竹富 ・ 与那国町民は、 各教育
委員会で手続きが必要です。



『自分の体のことを知ろう～血圧編～』

石垣市健康福祉センター　保健師　東迎 和美　　

　新しい年度のスタートにあたって、皆さん体調はいかがですか。体調や健康を観察するサインの一つ

として“血圧”があります。「健診受けたら血圧高くて､家でも測るようにしてるさ～」とか「病院や

健診では（緊張して）高くなるから、血圧の記録表を持って行って見せてるよ～」などの話を聞いたり

します。病院や健診など定期的な受診がある方は、日頃の血圧について医療関係者に相談する機会があ

りますが、そういう機会のない方が、もしかしたら多くいらっしゃるかもしれません。

　下の表は、成人における血圧値の分類を示したものです。

　収縮期血圧（上の血圧）130mmHg、拡張期血圧（下の血圧）85mmHgをこえたら、生活習慣の改

善と場合によっては薬物治療の対象となります。血圧の治療と聞くと、薬物治療が中心と思われがちで

すが、生活習慣を改善すること～薄味に慣れる（減塩）、肥満を改善する（減量）～も食事療法として

重要な治療となってきます。良好な血圧を維持するために、食事療法とともに血圧測定を行う、そして

血圧が下がらない場合は、医療関係者に相談することをお願いしたいと思います。

　また、以下の表のとおり、健康福祉センター保健師が行っている健康相談もあります。血圧測定も行

っていますので、ぜひ活用してください。

【問い合わせ】石垣市 市民保健部 市民生活課　電話：82-1253

消費生活に関する相談（詐欺、多重債務、消費者

トラブル等）について、専門相談員及び司法書士

による無料相談を行います。

◆相談日

　〇消費生活専門相談員　毎週月・火・木曜日

　〇司法書士　　毎週金曜日

　　　　　　　　（但し、祝日、年末年始、

　　　　　　　　「慰霊の日」、を除く）

◆時　間：午後１時～午後４時３０分

◆相談時間：３０分～１時間程度

◆相談開場：石垣市役所　３階　市民相談室

※相談に関しては、直接会場へ起こしくださる　

　か、消費者ホットライン「１８８」または、　

　下記の電話へご連絡ください。

※相談内容に関する資料などがありましら、お　

　持ちください。

重症高血圧（Ⅲ度）

中等症高血圧（Ⅱ度）

軽症高血圧（Ⅰ度）

正常高値血圧

正常血圧

至適血圧

登野城漁港

公設市場

新栄町公民館

毎月第1木曜日　9:30～11:30

毎月第4水曜日　14:00～16:00

偶数月の第1水曜日　13:30～15:30

180以上

160～179

140～159

130～139

130未満

120未満

または

または

または

または

かつ

かつ

110以上

100～109

90～99

85～89

85未満

80未満

直ちに生活習慣改善、医師の指示による薬物治療が必要です

正常血圧ですが高めです。生活習慣病を改善しましょう。

正常血圧です。良い生活習慣を継続しましょう。

生活習慣の改善が必要です。1～3か月以内に再測定し、高

ければ医師の指示による薬物治療が必要です。

分類

実施場所 実施場所

名蔵公民館

川平保健指導所

伊原間保健指導所

奇数月の第3水曜日　13:00～15:00

毎月第2・4金曜日　10:00～13:00

毎月第1・3水曜日　10:00～12:00

収縮期血圧
(上の血圧)

拡張期血圧
(下の血圧)

成人における血圧値の分類（ｍｍHｇ）（参考資料　高血圧治療ガイドライン2009、厚生労働省　保健指導における学習教材集）

※公休日や暴風警報時など休み・変更になることがあります。事前にお問い合わせください。

消費生活無料相談

日常生活の法律問題（土地家屋、金銭賃借関係、

遺産相続、離婚等）について、弁護士による無料

の相談を行います。

◆相談日：毎週水曜日（但し、祝日、年末年始、

　　　　　　　　　　　「慰霊の日」を除く）

◆時　間：午前９時３０分～正午まで

◆相談時間：１５分～３０分程度

◆相談開場：石垣市役所　３階　市民相談室

◆弁護士：安里　剛・屋嘉宗浩

※ご相談に際して資料お持ちの場合はご持参くだ

　さい。

※当日は、会場ドアに整理券（９時１５分から配

　布開始）を準備しておりますのでお取りになっ

　てお待ちください。

※整理券は１１時３０分までの配布となり、１日

　の相談人数は５～６人程度です。

無料法律相談
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・４月５日　　　 新栄町公民館 　　13:30～15:30
・４月５日・19日 伊原間保健指導所 10:00～12:00
・４月６日　　　 登野城漁港　　   09:30～11:30
・４月14日・28日 川平保健指導所　 10:00～13:00
・４月26日　　　 公設市場　　　　 14:00～16:00

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

・消費者相談
（市役所市民相談室）

42017
Calender
2017
Calender

・人権相談
（市役所）

【問い合わせ】健康福祉センター
　　　　　　　　　電話：0980-88-0088

・保健相談
　

・2歳２ヶ月児歯科
（健康福祉ｾﾝﾀｰ）

・昭和の日

・ナイナイのお見
　合い大作戦

・石垣島ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ

・石垣島山羊まつり

・市民防災訓練 ・明和大津波
　遭難者慰霊祭

・3-4か月児検診
　3歳児検診

・1歳6か月児検診
　9-10か月児検診

「ナイナイのお見合い大作戦！石垣島の花嫁」
参加女性のお出迎えギャラリー大募集 !!

全国からお見合いに来てくれる女性たちをみんなで温
かく歓迎しよう！
日時：平成29年4月8日（土）午前８時までに集合！
場所：南ぬ浜町緑地公園（サザンゲートブリッジ先）

保育士試験対策講座の平成29年度受講生を募集します。

募集人数や募集期間など詳細は、広報いしがき５月号に掲載予定です。
内容を確認の上、期間内に応募ください。

【お問い合わせ】石垣市児童家庭課　電話：８２－１７０４


